
Iori Kimura Race Report

Rd.16,17,18 モビリティリゾートもてぎ



Race Result

公式予選

第16戦 1番手

第17戦 1番手

決勝レース

第16戦.  1位

第17戦.  1位

第18戦.  2位



PRACTICE QUALIFY Report

トップと10ポイント差のランキング2番手で迎えた最終ラウンド。タイトルを獲得することよりも、

3レース全てで優勝することを目標にもてぎに入りました。

■専有走行

金曜日に雨予報が出ていたことから、木曜日のセッションが延長されました。

それをうけ、木曜日のうちにニュータイヤを投入、1分42秒901をマークし、全体で2番手タイム

で専有走行を終えました。

■予選

11月18日、9時25分から行われた第16戦の予選、路面にはわずかにウエットパッチが残ってい

たものの、レコードライン上はドライ。そんなコンディションの中、5周目に1分43秒285をマーク

しトップに立ちます。このタイムは破られることなく、第16戦のポールポジションを獲得しました。

10分間のインターバルを経て行われた第17戦の予選でも快走を披露します。トップタイムとな

る1分43秒277をマークし、2戦連続ポールポジションを獲得します。

ポールポジションポイントを2ポイント獲得し、トップとの差を8ポイントに縮めて決勝へ臨むこと

となりました。

ポイントランキング2位で挑む最終戦でダブルポールを獲得



QUALIFY Comment

自信を持ってアタックできた。とにかく3連勝して終わりたい

今日はコース上にウエットパッチも残るコンティションでどうなるかな…と思っていましたが、

クルマがすご良い状況だったので、自分も自信を持ってアタックすることができました。

それがダブルポールポジションに繋がった要因ではないかと思っています。

とにかくポイントさを考えても追いかけるしかないと思っています。まずはチャンピオンのことは

深く考えず、今週末はとにかく3連勝して終わることだけしか考えていないので、ひたすらそこ

に集中していきたいと思っています。



RACE Report

2度のポール・トゥ・ウイン。悲願のチャンピオン獲得

■第16戦 11月18日（土）14周 P1→P1

ポールポジションからのスタートとなった第16戦、スタートをしっかりと決めて
ホールショットを奪います。

危なげないレースを展開し、6周目にはファステストラップをマークします。そのまま
逃げ切り優勝。フルポイントをマークし、ポイントランキングでトップと同点で並ぶ

ことになりました。

■第17戦 11月19日（日）20周 P1→P1

8時55分から始まったもてぎ第2ラウンド。このレースでもスタートを決め、ホール
ショットを奪います。

後続との差を広げていくなか、3周目には1分44秒609というファステストラップをマークしな
がら逃げていきます。

前日のレースから6周多い20周のレースでしたがトップのままフィニッシュ。2戦連続
ポール・トゥ・ウインを果たし、ポイントランキング首位を奪還しました。

■第18戦 11月19日（日）14周 P1→P2

ついに迎えたシーズン最終戦。もてぎ大会3連勝、そしてチャンピオンを獲得するためのレース

がはじまります。

このレースでも安定したスタートを決めますが、フレッシュタイヤを投入していた2番手スタート

の菅波選手にトップを譲ります。

レース序盤ではチャンピオン争いを繰り広げる3番手の平良選手が接近してきますが、中盤に

向けて徐々にその差を引き離しにかかります。

そのまま大きな動きはなくレースは終了。シーズン最終戦を2位で終え、悲願のスーパーフォ

ーミュラ・ライツのチャンピオンを獲得しました。



RACE Comment

チャンピオントロフィーは、多くの人たちの思いが詰まった重さです

嬉しいです。それだけですね。

この第6大会はポールポジションを2回獲り、3連勝するしかチャンピオンの芽がないと思ってい

たので、そこしか考えていませんでした。チャンピオンを獲るために今年開幕戦から頑張って

きて、1年間最終大会を迎えるまで、思い残すことがないようにやり切るという気持ちでした。

ここまでサポートしていただいたホンダさん、B-MAX RACING TEAMさん、スポンサーさん、フ

ァンの皆さんのおかげで獲れたチャンピオンだと思っています。

自分ひとりだけではこの場に来ることはできなかったと思いますし、チャンピオントロフィーを

掲げて表彰台に立つことはできなかったと思います。

チャンピオントロフィーは実際にも重いのですが、多くの人たちの思いが詰まった重さだと感じ

ています。たくさんの支えてくださった皆さんに『ありがとうございます』と言いたいです。



応援ありがとうございました。

皆様の応援、サポートのおかげで

逆転でチャンピオンを獲得することができました！

これはゴールではなくスタートラインだと思っています。

もっと速く、もっと強く、

もっと愛されるドライバーになれるようにがんばります。

1年間応援ありがとうございました！


